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昨
年
12
月
24
日
に
第
３
次
安
倍
内
閣

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
安
倍
首
相
は
、
新
年

早
々
か
ら
そ
の
本
質
を
露
わ
に
し
ま
し
た
。 

選
挙
公
約
で
は
、
地
方
や
中
小
企
業
、

低
所
得
者
に
も
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
を

波
及
さ
せ
る
と
約
束
し
な
が
ら
、
正
月
か

ら
食
品
や
日
常
品
を
値
上
げ
し
、
そ
の
一

方
で
、
法
人
減
税
で
企
業
優
遇
政
策
を
と

り
、
憲
法
改
正
に
も
着
手
す
る
こ
と
を
声

高
々
と
宣
言
し
ま
し
た
。 

  

２
０
１
５
年
は
、「
物
価
の
値
上
げ
」
で

年
が
明
け
ま
し
た
。
値
上
げ
の
理
由
は
、 

急
速
に
進
ん
だ
円
安
で
原
材
料
価
格
が
上

昇
し
た
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

１
月
に
は
家
庭
用
食
用
油
や
パ
ス
タ
、

即
席
麺
、
文
具
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー 

               

      

が
、
２
月
に
は
冷
凍
食
品
や
カ
レ
ー
、
３

月
に
は
ア
イ
ス
や
紅
茶
、
４
月
に
は
ウ
ィ

ス
キ
ー
と
目
白
押
し
で
す
。
本
当
に
年
金

生
活
者
に
と
っ
て
は
、
日
常
生
活
に
大
打

撃
を
受
け
る
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
で
す
。 

  

企
業
か
ら
政
治
献
金
を
受
け
る
安
倍
首

相
は
、
そ
の
見
返
り
に
法
人
実
効
税
率

（
34
・
62
％
、
東
京
は
35
・
64
％
）
を

２
年
間
で
３
％
以
上
引
き
下
げ
る
と
約

束
し
、
今
年
度
の
下
げ
幅
を
２
・
５
％
と 

決
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
経
済
界
に
配
慮
し

た
優
遇
措
置
で
す
。 

そ
の
一
方
、
弱
者
や
高
齢
者
に
は
社
会

保
障
費
の
伸
び
を
抑
え
て
い
る
の
で
す
。 

特
に
高
齢
者
に
は
、
こ
の
４
月
か
ら
「
マ

ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
が
適
用
さ
れ
、
そ
れ 

               

 

に
「
年
金
特
例
措
置
」
の
０
・
５
％
減
も
あ

っ
て
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
本
当
に
死
活

問
題
で
す
。 

       

靖
国
神
社
参
拝
や
慰
安
婦
問
題
な
ど

日
本
の
「
歴
史
認
識
」
を
問
う
中
国
や
韓

国
に
対
し
て
、
安
倍
首
相
は
、
関
係
改
善

を
目
指
す
努
力
は
一
切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

そ
の
様
な
安
倍
内
閣
に
対
し
て
中
国

は
、
昨
年
９
月
３
日
を
「
抗
日
戦
争
勝
利

記
念
日
」
に
、
12
月
13
日
を
「
国
家
哀

悼
日
」
と
定
め
ま
し
た
。
ま
た
韓
国
も
、

「
慰
安
婦
問
題
」
で
厳
し
い
姿
勢
を
と
り

続
け
て
お
り
、
首
脳
会
談
の
見
通
し
さ
え

つ
か
な
い
事
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
様
な
中
で
安
倍
首
相
は
、
戦
後
70 

年
の
８
月
に
、
歴
代
首
相
談
話
の
表
記
を 

                

 

変
え
た
「
安
倍
政
権
の
考
え
を
出
す
」
新

た
な
首
相
談
話
を
発
表
す
る
と
云
い
、
そ

の
一
方
で
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
可

能
に
す
る
自
衛
隊
法
の
「
防
衛
出
動
」
等

の
規
定
を
見
直
す
法
案
や
、
武
力
攻
撃
事

態
法
の
改
正
案
を
次
期
通
常
国
会
に
提

出
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
改

正
案
が
成
立
す
れ
ば
、
中
東
の
シ
ー
レ
ー

ン
で
の
機
雷
掃
海
も
自
由
に
出
来
る
よ
う

に
な
り
、
武
力
紛
争
地
で
活
動
す
る
自
衛
隊

へ
と
様
変
わ
り
す
る
の
で
す
。 

  

歴
代
の
自
民
党
内
閣
は
、
憲
法
の
解
釈 

や
自
衛
隊
法
の
改
正
な
ど
に
よ
っ
て
自
衛 

隊
を
強
化
し
て
き
ま
し
た
が
、安
倍
首
相
は

法
的
に
も
、自
衛
隊
を
国
軍
と
し
て
整
備
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

「
憲
法
改
正
」に
向
け
た
取
り
組
み
を
準
備

し
、来
年
の
参
議
院
選
挙
で
は
一
挙
に
参
議

院
で
も
３
分
の
２
の
議
席
の
確
保
に
乗
り

出
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。 

  

民
主
党
は
１
月
18
日
の
臨
時
党
大
会
で
、

新
代
表
に
岡
田
克
也
代
行
を
選
出
し
、「
オ

ー
ル
民
主
」で
４
月
の
統
一
地
方
選
や
参
院

選
に
向
け
た
準
備
態
勢
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。 

た
し
ろ
参
議
員
も
Ｊ
Ｒ
総
連
の
組
織
内

候
補
と
し
て
再
度
立
候
補
す
る
事
が
決
定

さ
れ
て
い
ま
す
。 

Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
も
、
総
力
を
挙
げ 

て
た
し
ろ
か
お
る
参
議
院
議
員
を
支
え
、 

政
府
・
自
民
党
に
よ
る
憲
法 

改
悪
策
動
を
許
さ
ず
、
平
和 

憲
法
を
守
る
闘
い
を
強
化
し 

ま
し
ょ
う
。 
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)） 

第
３
次
安
倍
内
閣
の
狙
い
は
、
憲
法
の
改
悪
！ 

 

＝
高
齢
者
に
は
年
金
の
抑
制
攻
撃
＝ 

 

新
年
は
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
か
ら 

  

 

 

 

 

正解は            でした。 

 

今回は 1月 25日に締め切り、最終的には 311

名の応募がありました。応募頂いた皆さんに御礼

を申し上げます。 

1月 28日、厳正な抽選を行った結果、次の方々

の当選を確認しましたので発表します。 

おめでとうございます！ 

１等 1万円のびゅう商品券（３名） 

① 関沼 邦彦（仙台）  ②植田 良平（東京） 

③青木捷三（大宮） 

２等  ５千円のびゅう商品券（５名） 

①山口  清(秋田) ②岩城 梅夫（東京） 

③佐伯 好正（横浜）④五十嵐守男（八王子） 

    ⑤山田 政之(長野) 

３等  ３千円のびゅう商品券（10名） 

① 小野 武司（盛岡）  ②高橋 清廣(秋田) 

③飯塚  正（仙台）  ④田中  豊（千葉） 

⑤皿木啓子(東京―家族)⑥平松 広光（横浜） 

    ⑦水口浩一郎（高崎）  ⑧大滝 善雄（新潟） 

    ⑨水越 恵記(八王子) ⑩石井 和夫(大宮) 

特別賞  １千円の図書カード（15名） 

○1水嶋  照雄 (盛岡)  ②那須川  孝（盛岡） 

③鎌田 良悦（秋田） ④齊籐 光司(仙台) 

    ⑤菅原 義和（仙台） ⑥栗村 幸雄（水戸） 

    ⑦寺西 信一（千葉） ⑧清水 佐恵子（東京） 

    ⑨六車 賢一（東京） ⑩阿部 秀夫（横浜） 

     ⑪木村  正 (高崎)   ⑫阿部 健三(新潟 ) 

    ⑬米倉 康純（長野） ⑭山田 茂博(八王子) 

⑮上松 重夫 (大宮)    （以上 敬称略） 
＊ 新春クイズの問題で、「安倍政権」を「安部政権」

と誤っていました。訂正しお詫びします。 

 

 

 

新春クイズの 
   当選発表 
 

 

憲 法 改 正 

高
齢
者
い
じ
め
の
年
金
抑
制 

＊
「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
と
は
、
物

価
や
賃
金
の
上
昇
率
に
伴
っ
て
伸
び
る
年
金

額
を
抑
制
す
る
仕
組
み
で
、
伸
び
率
か
ら
一

定
の
「
調
整
率
」
を
差
し
引
く
制
度
の
こ
と
。

デ
フ
レ
下
で
は
実
施
し
な
い
。 

新
た
な
「
首
相
談
話
」
の
準
備
の
裏
で 

狙
い
は
憲
法
の
改
悪
だ 

次
期
参
院
選
が
正
念
場
に 



 
    

年
の
瀬
も
迫
っ
た
昨
年
12
月
18
～
19

日
の
両
日
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
は
同
行
し
た
水
戸 

地
本
Ｏ
Ｂ
会
と
共
に
、
福
島
第
一
原
発
事

故
で
多
く
の
Ｏ
Ｂ
会
員
が
避
難
生
活
を
余

儀
無
く
さ
れ
た
原
ノ
町
支
部
Ｏ
Ｂ
会
と
い

わ
き
支
部
Ｏ
Ｂ
会
に
対
し
て
、
激
励
行
動
を

行
い
ま
し
た
。 

こ
の
激
励
行
動
に
は
本
部
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
島 

崎
副
会
長
、
水
戸
地
本
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
鈴
木

会
長
と
江
幡
事
務
局
長
、
そ
し
て
柴
田
Ｏ
Ｂ 

担
当
地
本
執
行
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

地
元
の
福
島
か
ら
は
、
原
ノ
町
支
部
Ｏ
Ｂ

会
の
佐
藤
会
長
と
小
林
事
務
局
長
、
い
わ

き
支
部
Ｏ
Ｂ
会
の
片
寄
会
長
の
三
名
が
参

加
し
ま
し
た
。 

激
励
行
動
の
会
場
と
な
っ
た
の
は
、
二
年

前
に
福
島
第
一
原
発
事
故
で
被
災
し
て
避

難
生
活
を
体
験
し
た
Ｏ
Ｂ
会
員
と
本
部
Ｏ

Ｂ
会
が
「
座
談
会
」
を
行
っ
た
、
い
わ
き
市
の

駅
前
に
あ
る
ホ
テ
ル
「
美
里
」で
し
た
。 

こ
の
日
の
激
励
行
動
は
、
昨
年
の
水
戸
地 

  

       
 

    
 

     

本
Ｏ
Ｂ
会
の
定
期
総
会
で
、
「
年
内
に
は
本
部

Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
避
難
者
を
激
励
す
る
」
と
約

束
し
て
い
た
こ
と
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。 

原
ノ
町
支
部
Ｏ
Ｂ
会
と
い
わ
き
支
部
Ｏ
Ｂ

会
か
ら
参
加
し
た
三
名
か
ら
は
、
「
常
磐
線
の

不
通
に
よ
っ
て
、
支
部
組
合
事
務
所
が
閉
鎖

さ
れ
て
い
る
の
で
、
Ｏ
Ｂ
会
も
休
業
状
態
に
な

っ
て
い
る
」
「
居
住
地
を
転
々
と
し
た
被
災
者

を
把
握
す
る
の
が
大
変
だ
」
「
町
の
除
染
作
業

が
中
々
進
ま
な
い
」
等
、
日
常
生
活
や
Ｏ
Ｂ
会

活
動
の
大
変
さ
を
訴
え
る
声
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
の
島
崎
副
会
長
か
ら
は
、
「な 

か
な
か
希
望
に
添
え
る
し
っ
か
り
し
た
支
援

活
動
が
取
り
組
め
な
い
が
、
今
後
も
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
行
く
」
と
応
え
、
両
支
部
Ｏ
Ｂ
会

に
対
し
て
、
全
国
か
ら
募
金
で 

集
め
た
支
援
金
か
ら
「活
動 

助
成
金
」を
手
渡
し
て
、
両
支 

部
Ｏ
Ｂ
会
を
激
励
し
ま
し
た
。 

             
 

 

昨
年
11
月
13
～
14
日
の
日
程
で
大
分
県 

別
府
市
で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
老
人
ク
ラ
ブ 

大
会
」
で
、
水
戸
地
本
Ｏ
Ｂ
会
長
の
鈴
木
孝
雄 

さ
ん
が
会
長
を
務
め
る
茨
城
県
那
珂
市
中
台 

地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
「並
木
遊
楽
会
」（会
員 

67
名
）
が
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連 

合
会
会
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

鈴
木
会
長
は
水
戸
地
本
Ｏ
Ｂ

会
の
事
務
局
長
や
会
長
職
の
重

責
を
担
い
な
が
ら
、
長
年
地
域

活
動
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

今
回
表
彰
を
受
け
た
の
は
、「 

並
木
遊
楽
会
」
が
２
０
０
３
年 

に
結
成
さ
れ
た
以
降
11
年
間
に

わ
た
っ
て
障
害
者
施
設
の
お
祭

り
で
、
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

継
続
し
て
き
た
活
動
が
認
め
ら

れ
た
か
ら
で
す
。 

鈴
木
会
長
は
、
「表
彰
の
通
知
を 

貰
っ
た
と
き
に
は
本
当
に
ビ
ッ
ク
リ 

し
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら 

も
会
員
と
共
に
が
ん 

ば
り
ま
す
」
と
抱
負 

を
語
っ
て
く
れ
ま
し 

た
。 

             

                    

    

 

 

              

                                       

今
月
は
高
崎 

地
本
Ｏ
Ｂ
会
の 

松
村 

健
さ
ん 

の
紹
介
で
す
。 

松
村
さ
ん
は
２
０
０
５
年
に
Ｊ 

Ｒ
を
退
職
し
た
後
は
、
現
役
時
代 

に
取
得
し
た
狩
猟
の
免
許
を
活
か
し

し
て
、
自
然
を
守
る
た
め
に｢

自 

然
と
共
生｣

を
テ
ー
マ
に
し
た
活 

動
を
、
地
域
の
仲
間
や
組
合
員
と 

一
緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

現
役
の
桐
生
機
関
区
時
代
は
、 

趣
味
の
猟
ど
こ
ろ
か
「
足
尾
線
」 

を
残
す
闘
い
に
明
け
暮
れ
、
そ
の
結
果 

残
っ
た
。
し
か
し
、
桐
生
機
関
区
は
廃
止 

ｓ は 

       

を
残
す
闘
い
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
が
、
そ
の 

結
果
、
足
尾
線
は
「
渡
瀬
渓
谷
鉄
道
」
と
し 

て
残
り
、
住
民
の
足
を
守
り
ま
し
た
。 

今
も
そ
の
時
に
闘
っ
た
人
達
と
は
、
「
猟 

友
会
の
仲
間
」
と
し
て
結
ば
れ
て
お
り
、
第
二 

   

の
人
生
も
共
に
歩
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。 

現
在
は
「
佐
波
・
伊
勢
崎
狩
友
会
幹
事
」「 

旧
東
村
狩
猟
会
会
長
」
と
し
て
、
獣
害
か
ら
森 

林
を
守
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

最
近
は
足
尾
の
松
木
渓
谷
に
も
鹿
が
出
没
し
、 

び
と
の
仲
間
が
植
え
た
若
木
の
芽
を
食
う
の

を
見
て
も
禁
猟
区
な 
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森
び
と
の
仲
間
が
植
え
た
若
木
の
芽
を
食
う
の

を
見
て
も
、
禁
漁
区
な
の
で
駆
除
で
き
な
い

の
で
心
を
痛
め
て
い
ま
す
。 

ま
た
毎
年
北
海
道
へ
行 

っ
て
、
蝦
夷
鹿
を
撃
つ 

の
も
楽
し
み
に
な 

っ
て
い
ま
す
。 

最
近
は
体
重
も
増

え
た
そ
う
で
す
が
、
ま
だ 

ま
だ
山
中
を
駆
け
巡
る
足
取
り
は
軽
く
、
自

然
に
緑
を
返
す
こ
と
が
「
今
ま
で
の
恩
返
し
」

と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。 

（
伊
勢
崎
市
在
住
・
松
村  

健
・
69
歳
） 

    

      

わ
が
町
の 

 

有
名
人 

高崎地本ＯＢ会 

狩
猟
で
自
然
に
恩
返
し 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
が 

被
災
地
の
支
部
Ｏ
Ｂ
会
を
激
励 

次
期
参
院
選
が
正
念
場
に 

郡山地区 

 

 

 

 
 

 開催日時   2015年 4月 22日（水）12時～ 

 開催場所   ＪＲ東労組本部・大会議室 

＊ 戦後 70年、今こそ問われるＯＢの底力 

 
 

 

 

 

「重点政策要求実現院内集会」について 
 

 主   催   日本高齢・退職者団体連合 

 と   き    2015年 2月 18日（水）10：00～ 

 と こ ろ    参議院会館大会議室 
 

＊ ＪＲ東労組ＯＢ会も、貨物労組ＯＢ会や 

ＪＲ東海労ＯＢ会の仲間と共に参加します 

 

 

 

 

 

日
本
高
齢
・
退
職
者
団
体

連
合
が
、
結
成
以
来
初
の
「
２

０
１
５
新
春
の
集
い
」
を
開

催
し
ま
し
た
。 

１
月

20

日
会
場
と
な
っ

た
連
合
本
部
Ａ
Ｂ
会
議
室
に

は
、
中
央
産
別
の
組
織
代
表

者
と
首
都
圏
近
郊
の
地
方
代

表
者
ら

110

名
が
集
ま
り
ま

し
た
。
Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡

会
か
ら
は
、
退
職
者
連
合
の

幹
事
で
も
あ
る
大
熊
会
長

（
東
労
組
）
と
、
川
端
副
会

長
（
貨
物
労
組
）、
伊
藤
事
務

長
（
東
労
組
）、
そ
れ
に
東
労

組
Ｏ
Ｂ
会
の
川
崎
事
務
局
次
長

の
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

  

主
催
者
の
阿
部
保
吉
会
長
は
、
「
本
年
は

戦
後
70
年
の
年
だ
が
、
今
安
倍
政
権
に
よ

っ
て
平
和
と
民
主
主
義
が
後
退
さ
せ
ら
れ
、

憲
法
改
悪
が
危
惧
さ
れ
る
。
ま
た
、
成
長
戦

略
は
格
差
拡
大
を
生
み
、
生
活
困
難
者
を
増

大
さ
せ
た
。
退
職
者
連
合
は
連
合
と
連
携
を

と
り
、
今
年
も
し
っ
か
り
闘
う
」
と
力
強
く

挨
拶
し
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
連
合
を
始
め
関
係
団
体
、
政
党

か
ら
は
民
主
党
の
福
山
元
内
閣
官
房
副
長

官
、
社
民
党
か
ら
は
吉
田
党
首
な
ど
が
見
え

ら
れ
激
励
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。 

ま
た
昨
年
埼
玉
シ
ニ
ア
連
合
の
会
長
に 

就
任
し
た
橋
詰 

大
宮
地
本
Ｏ
Ｂ 

会
長
も
参
加
し
、 

早
速
近
隣
の
地 

方
代
表
者
と
賀 

詞
交
換
を
行
っ 

て
い
ま
し
た
。 

                                                 

水戸の鈴木ＯＢ会長が会長を務める  

老人クラブが全国大会で表彰を受ける！ 
 

退職者連合が 

初の「新春の集い」を開く 
闘
う
退
職
者
連
合
へ 

集いで挨拶する阿部会長 

ＪＲ東労組本部ＯＢ会 

第 19回定期総会 
 


